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副目的

款 項 目 大 中

○ ○

○

無

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

44,293

費用合計

0.40

人件費

従事者数

人件費

従事者数

0.40

費
用

0

直接経費

00

0.000.00

一部又は全部委託

実施・運営
方法

施設を管理している区に対して集会施設維持管理費交付金を交付する。また、この交付
金の交付対象となる１００施設について、利用者が安心してかつ安全に利用できるよう
に不良箇所の修繕を行うほか、収容可能人数が２００名以上の施設については、安全確
保のため防火点検を業者委託により実施する。
【主な事務事業】
・集会施設に係る修繕　　　　　・集会施設保守管理委託（防火点検）
・集会施設維持管理費の交付　　・集会施設用地貸付

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

自治会をはじめ地域活動の促進拠点として、集会施設の維持管理を行う。

名称：集会施設を管理する団体（行政区等）　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 7 1

市民生活

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

地域コミュニティ

2

名称：

小牧市総合計画、小牧市集会施設維持管理費交付金交付要綱

5 1

会計区分 法定受託系

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

集会施設管理事業

034

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

市民産業部 生活交流課 生活係

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

69,253

968

コ
　
　
ス
　
　
ト

70,221

45,448

110.2

50,229

その他財源

49,052

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.40

51,198

0

969

担当係

事業類型

地域活動の充実を図る

一般会計

地域住民組織

2,1462,146 2,146

Ｈ22決算額

68,075

991

46,439

0.00

対前年比

生活交流課 

生活相談係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

集会施設の維持管理がメインとなる事業であるため、地元に負担がかかるほか、担当
職員も目が届きにくくなってしまう。このことにより、施設管理が不十分となり、利用者に
対し重大な事故を招く恐れがでる。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

予算の執行管理を慎重に進めるほか、修繕については今後件数が増加する可能性もあ
るため、緊急性を見ながら対応していくこととする。

事業は順調に推移しているが、施設の経年劣化が進んでおり、集会施設建設事業と合
わせてその運用を慎重に進める必要があるため。
平成２２年度は、修繕については当初予算額を超えて実施する必要があったほど、施設
管理者からの要望が立て込んでいる状況にある。

防火対象物点検報告委託数

集会施設維持管理費交付金対象
施設数

事業目的の
達成状況

施設管理者から要望のあった修繕等に対して、その要望にこたえることができ、また、維
持管理費交付金についても、各施設において有効に活用されたことにより、集会施設の
適切な維持管理が図れた。
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